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1. は し が き

本調査は,現在我が国で市販されている普通ポル トラ

ンドセメントの品質が,製造工場によってどの程度の差

があるかを把握する目的で実施したものである｡すでに,

第1報および第2線で,セメントの物理的諸性質とアル

那 )量1',フレッシュコンク,ト トの晶質と圧縮強度2'に

ついて報告しているが,本報告は,コンクリー トC7)乾燥

収縮に及ぼすセメント品質の影響についてまとめたもの

である,

なお,本調査は当研究所の ｢コンクリー ト構造物劣化

機構研究委員会｣が中心になって実施したものである.

2. 実 験 概 要

試験は,表-2に示した21種類のセメントについて実

施した.すでに,セメントの品質については報告済みで

あり1',本文では,これら21種類のセメントを用いた場

合のコンクリー トの乾燥収縮特性について報告する.

2.1 コンクリート材料と配合

セメントの品質は,第1報1'で報告したとおりである｡

セメント以外の水,骨札 混和剤の品質は,第2報2'で報

告したとおりである.

コンクリー トの配合は,表-1に示した基準配合とし,

空気量が4±0.5%の範囲となるようAE剤使用量だけ

を調節した.しかし,スランプについては特に制御せず

に用いたため,スランプは前報で示したように7.6cm

から13.3cmの範囲となった.

表-1 コンクリートの配合

W/C(%) S/a(%) スランプ(cm)空気量(%) 単位量(kg/m3)衣 セメント細骨材 粗骨材AE剤
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2.2 試験方法

乾燥収縮に供した試験体は,10×10×40cmの角柱で

ある｡練 り上がり温度20±1℃のコンクリー トを鋼製型

枠内に打設後,20℃の湿空養生を施し,材令1日で説型

した｡材令7日まで標準水中養生 (20℃)し,基長,塞

準重量を測定した後,温度20±1℃,湿度50±5%R,H.
の恒温恒湿室にて乾燥収縮試験を実施した,

乾燥による試験体の長さ変化はコンパレーター法によ

り測定し,重量変化は最大ひょう量16kg,感度1gの台

ばかりにて測定した.試験値は,いずれも3本の試験体

の平均値とした.なお,試験は材令52週 (約 1年)まで

継続し,材令 1,2,3,4,8,13,26,52週で測定

を行った.

3. コンクリートの乾燥収縮と重量変化

各種セメントを用いた場ノ釦こ,コンクリー トの乾燥収

縮 と重量変化がどのようになるかを示したものが表-2

である.この表からも明らかなように,JIS規格に適合す

る普通ポル トランドセメントを用いた場合であっても,

コンクリー トの乾燥収縮ならびに重量変化はかなり異

なっている.

3.1 乾燥収縮

表-2に示した各銘柄のセメントを用いたコンクリー

トの乾燥収縮率と乾燥期間との関係は,図-1に示すとお

りである.この図から明らかなように,いずれの銘柄の

セメントを用いた場合であってもほぼ同様な曲線を描い

ているが,同一乾燥期間において100-180×10ー6程度の

違いが存在する｡

乾燥期間が8週程度までは,乾燥収縮率のバラツキが

大きく,変動係数で11% (乾燥1週間)から8% (乾燥

期間8週)となっている.乾燥期間が13週以降では,標

準偏差が40×10~6程度と一定になるため,変動係数 も

5%(乾燥期間52週)程度に減少する.すなわち,セメ

ント銘柄の違いによる影響は,特に乾燥初期の段階で大
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表 2 銘 柄の異なるセメントを用いたコンクリー トの乾燥収縮と重量変化

'91卜HI;」 ,

図 1 コンクリートの乾燥収縮

きく,前 報までで報告したコンクリー トの各種特性に比

べても大きいといえよう.

図 2は ,乾 燥期間 1週の場合と26週の場合を正規確

率紙にプロットしたものである。この 2つの場合を比較

すると,い くつかの銘柄をのぞけば,ほ ぼ一つの直線で

近似することが可能であること, またこれらの直線の勾

配はほぼ等しいことが認められる。このことは,特 定の   常 に少ないもの (銘柄 L)に 代表されている.す なわち,
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銘柄のセメントをのぞけば,コ ンクリー トの乾燥収縮率

がほぼ正規分布となっており,そ の標準偏差が等しいこ

とを示している.

特異な結果を示 したセメントは,フ レッシュコンク

リー トのブリージングが極端に大きいもの(銘柄 C)と非

1乾l‐期‖11週 )
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乾燥収縮率 |×106,

図 2 乾 燥収縮率のバラツキ

ブリージングが極端に大きかったセメントの場合には乾

燥収縮率が小さく,ブ リージングの小さな場合には乾燥

収縮率が大きくなっている。これは,コ ンクリー トのブ

リージングが大きかったものは,打 設後コンクリー トが

硬化する前に水が分離したため,硬 化後のセメントペー
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ス ト分による乾燥収縮が減少したものと考えられる。ま   32 重 量変化

た,ブ リージングの少なかった場合には,そ の逆の現象    乾 燥に伴う試験体の重量減少率と乾燥期間との関係を

が生じたものと考えられる。なお,粉 末度が 3600 Cm2/g   図 3に示す。この図から明らかなように,重 量減少率と

以上のセメントの場合にも乾燥収縮は少なかったが,こ

れらは他のセメントに比べより速くセメントが水和した

ためであると考えられる.

りl間 {週 '

図 3 コ ンクリー トの重量変化

重量減少率 (%)

図 4 重 量減少率と乾燥収縮率との関係

乾燥期間 (対数表示)と の関係は,ほ ぼ直線で近似する

ことができる。この傾向は, セメント銘柄のいかんを間

わずほぼ同じであるが,同 一乾燥期間において 085%

～064%程 度の違いが存在する.

重量変化は乾燥収縮の場合と同様に,乾 燥期間が8週

程度までのバラツキが大きく,変 動係数で 11%か ら7%

である.乾燥期間が 13週 以降では標準偏差も小さくなり

02%以 下となるため,変 動係数も乾燥期間 52週 で 4%

未満となっている。

図 4は ,乾 燥収縮率と重量減少率との関係を示したも

のである。この図より, コンクリー トの乾燥収縮率と重

量減少率との関係は,重 量減少率が 2%以 上では直線で

近似することが可能である。この傾向はセメント銘柄の

いかんを問わず同じで,乾 燥収縮の大きい場合も小さい

場合も約 400×10。/%と なっている。すなわち,乾 燥収

縮の大きなものは,乾 燥初期の水分逸散が大きく,そ れ

に伴う収縮が大きいということができる。

4 あ  と  が  き

本調査で,あ る時期における我が国のセメント品質の

バラツキの一端が明らかとなった。本調査で明らかなよ

うに,JISに 適合するセメントであっても,その品質はか

なり異なっている。今後は,工 場製品であるセメントの

品質の規定を現在のように 「～以上Jま たは 「～以下J

という形でなく 「～以上～以下Jと いうように範囲を定

めることについても検討することが望ましいと考えられ

る.              (1986年 5月 1日受理)
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